平成23年度当初予算　　　支出科目　款：警察費　項：警察活動費　目：刑事警察費
	事業名: 防犯警察費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

　　　　　　　　　　　警察本部　生活安全部　生活安全総務課　電話番号：058-271-2424（内3011）

　　　　　　E-mail：c18879@pref.gifu.lg.jp
	事業費


要求額：2,478千円（前年度予算額：2,537千円）

	事業内容


	１　事業の内容


 サイバー犯罪、ストーカー・ＤＶ被害の防止活動、地域安全活動に要する経費
（１）サイバー犯罪対策の推進

　　　捜査資機材の整備、活用により捜査力を強化するとともに、プロバイダ等業界団体と連携し、県民の被害防止を図る。

（２）ストーカー・ＤＶ被害者対策の推進

　　　被害者に対する防犯指導や自治体と連携した避難措置など、被害者保護の徹底を図る。

（３）地域安全活動の充実
　　　県民の自主防犯意識の高揚を図り、「安全・安心な岐阜県」の実現をめざす。
	２　所要経費


（1） サイバー犯罪捜査に要する経費　　　　　　　510千円
（2） ストーカー・ＤＶ被害者対策に要する経費　　440千円

（3） 地域安全活動に要する経費　　　　　　　　1,528千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
　　４　犯罪や暴力、事故のない地域をつくる

　　　・　「地域の安全は地域で守る」意識を高める
	２　これまでの取組状況


（１）サイバー犯罪対策
警察本部にサイバー犯罪対策室を設置し、各警察署と連携した捜査を実施するとともに、児童・生徒、保護者等に対する被害防止を図っている。

（２）ストーカー・ＤＶ被害者対策

　　　被害者に対する防犯指導や自治体と連携した迅速な避難措置、行為者の隔離等、被害者保護の徹底を図っている。

（３）地域安全活動

地域安全活動を効果的に実施するための広報活動を展開し、県民の防犯意識の高揚を図っている。      
	３　これまでの取組に対する評価


（1） サイバー犯罪対策

各種取り組みや諸対策により、インターネット利用者のサイバー犯罪に対する防犯意識が向上している。
（2） ストーカー・ＤＶ被害者対策

被害者に対する避難措置や行為者の隔離等、被害者保護を徹底している。

（３）地域安全活動

　　　各種広報活動の展開により、県民の防犯意識の高揚が図られている。

	１月１５日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	2,537
	833
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,704

	要求額
	2,478
	1,001
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,477

	1月15日時点査定額
	2,478
	1,001
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,477

	決定額
	2,478
	1,001
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,477








